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  高四小エリア                              令和６年５月７日 

                                       ５月号 
杉並区立高井戸第四小学校 

特別支援教室拠点校 

                         たかし教室直通０３－５３３６－９５２２ 
 

 

葉桜のやさしい緑と、澄み切った心地良い空気が毎日のエネルギーになる季節になりました。先日は、保

護者会に御参加いただき、ありがとうございました。 

各校では、進級、クラス替え、新しい先生や新しい友だちとの出会いなど、たくさんの変化がありました。

子供たちは、環境の変化がある中で、頑張りと緊張が続き、知らず知らずのうちに心身に疲れがたまってい

るかもしれません。ご家庭でのお子さんの様子をどうぞ注意深く見守ってください。気になることがありま

したら、ご相談ください。 

 

高四小エリア５月の予定 

 

 ◇５月２８日（火）～３１日（金） 保護者個人面談（今年度新規入室以外の方） 

 

             

 

 

 ※ 面談日時は、個別にご連絡いたします。 

                          ※ この期間は、指導はお休みにさせていただきます。 

 

 

※たかし教室からお電話で連絡をさしあげる場合がございます。 

もし、電話がつながらなかった場合は留守電にメッセージを残させていただきます。 

折り返しご連絡をいただける場合は、履歴に残された電話をリダイヤルせず、改めてたかし教室直通の電

話番号（０３－５３３６－９５２２）にかけていただきますよう、よろしくお願いします。 

リダイヤルしていただいた場合、電話回線の都合でことばの教室につながる設定になっております。 

ご不便をおかけ致しますが、どうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

  実践紹介「ホワイトボードの活用」 

 

◇高四小エリア各校の特別支援教室では、小集団活動「みんなの時間」のはじめに「スピーチ」の時間を設    

けています。話す内容は、楽しかったことやこれから楽しみなこと、いろいろな出来事、自分のはまってい

ることなどをテーマに、子供たちが１～２分程度スピーチするものです。 

 

◇その際、子供たちは、ホワイトボードを活用しています。活用の仕方としては、 

  ・自分の言葉では言いにくいことや、特に自分が言いたいことを、絵や図にしている。 

  ・話すことよりも文を書く方が伝えやすい場合は、文章を書きこむ。 

  ・三択クイズなどを入れて、話をわかりやすく楽しくする。        などです。 



◇話す側は、どのようにしたらみんなにわかりやすく伝わるかを考えることができますし、聞く側は、耳か

らだけで聞き取るよりも、視覚からも情報が入るので、よりわかりやすくなります。 

◇また、書くことを苦手にしている子供にとっても、ホワイトボードの活用はとても効果的です。ノートや

プリントなど、紙に鉛筆で書くより、ホワイトボードにペンで書くときの方が、書き味がなめらかになりま

す。書いたものを消すときも簡単です。（ちなみに、書くことが苦手な場合は、実は消すことも苦手で、消

すときに紙がぐちゃぐちゃになり、ますます書くことが嫌になるようです。）  

書く機会を多く作るためにも、ホワイトボードは大変役立ちます。        

                                        

５月の学習予定      年   名前            

 

◎小集団学習「みんなの時間」 

「スリーヒントクイズをしよう」 
・ヒントを手掛かりに答えを考えることができる。 
・コミュニケーションと取りながらゲームを楽しむことができる。 
・友達と協力してスリーヒントクイズを考えることができる。 
 
「体をいっぱい動かして楽しもう」 
・体を動かす良さや楽しさに気付くことができる。 
・状況判断をし、それに応じて動くことができる。 
・ルールを守りながら、友達とコミュニケーションを図って活動することができる。 
 
「ストーリーキューブ」 
・絵柄を手掛かりにして短い時間でお話を想像することができる。 
・自分の想像、作ったお話を聞き手に分かりやすく伝えることができる。 
・話の前後がつながるように場面を設定することができる。 

 

 

 

◎個別学習「じぶんの時間」 目標や活動の内容、その他 

 

 


